特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年12月12日　490号

炭焼き釜の屋根が出来上がる　12月12日（木曜日）10時から完成作業を行います。
前半部分の着工が10月13日、後半部分の着工を12月5日に行いました。その後5日、7日、8日、10日と進めてきました。今日12日には屋根トタン8枚を張り付けると完成になります。午前中には屋根部分が完成の予定で作業を考えています。午後には炭釜周辺の整地で原木の乾燥場が確保できれば終了です。22日には1月に行う炭焼きの原木の切り出しを予定しています。原木の置き場ができると着火のときにいち早く工程が進んでいくと予想されます。この間述べ30人の方々がお手伝いにお越しいただいてきました。12ｍ×6ｍの大きさですので本当に素晴らしい建物が完成しています。場所は、府道打田～井手線の旧道部分に設置しています。
京都木津川マラソンの整備金負担駐車場のごみ拾いを実行　　　環境マラソンとして開催されていますが、中には諸条件があってどうしても公共交通機関では開会に間に合わない人があって、自家用自動車の参加が必要な人がいます。その場合駐車場がなければ仕方なく不法駐車となり問題を起こすことになります。それが田んぼへの入口に駐車されると大変な迷惑になります。地元から開催への苦情となり中止に追い込まれかねませんので、緊急措置として整備金負担で原野を整備してマラソンに協力をしています。まずひどいごみが散乱しているのでゴミ拾いをしました。
里山農園　笹竹の伐採が3年がかりでできる
2009年の12月に1号地および2号地の通路の確保目指して笹竹の伐採に取り掛かりました。約30年間放棄されていたところでしたので3ｍもの大茂りの中を伐採しながら前進するのですから暗中模索での手探りでした。それから約3年間毎年冬に伐採を繰り返して、やっと完成ができました。出来上がるとなんと田んぼ16枚分の存在が明らかになりました。このうち1号地2号地に加えて3号地ではタマネギを1000本ほど植え付けが終了しています。14・15日の京都府環境フエスタでは取り立ての大根200本を販売する予定です。
冬の昆虫観察会　オオムラサキの調査　23日（月）振替休日　10時に京田辺市普賢寺小学校前集合　約10年前にオオムラサキの生息を確認して以来毎年冬の昆虫観察として調査を実施してきました。今年はこれまでオオムラサキやカスミサンショウウオの発見、ウメバチソウの確認等蝶類と植物などの発見に大変力を発揮していただいてきた桜谷先生が指導に当たっていただきます。
普賢寺地区は京田辺市でも山城地域でも植物や蝶類、鳥類でも又両生類でも生育や生息が維持されている貴重な地域です。ぜひ多くの皆さんのお越しをお待ちしています。桜谷先生と一緒に一帯の調査観察をしてみましょう。
親子年末餅つきとしめ縄つくりをおこないます。
今年は里山の会の田植えや稲刈り等米作りについて最終回という厳しい状況が発生しています。こうした条件を突破する工夫も検討中ですが、コメ作りができなくなるかもしれないとのことから、年末に親子餅つきを実施してはとの意見から、押し迫りましたが、28日（日）午前10時から実施します。参加費は300円でつきたてのお餅を食べてもらいます。鏡モチやコモチが必要な方はもち米を一晩浸けて持参ください。臼を用意しますので「つき」ましょう。
会場は山城聴覚障害者就労支援センター（旧京都府園芸研究所）
京都府環境フエスタ　13日は前日準備で展示物の張り出しや模擬店開設の準備作業です。14日15日とも野菜売り場が特設されるので柿や大根　キクナとエビイモなどの販売の予定です。子供たち向けには松かさツリー作りコーナや綿菓子の販売を行います。展示物では山城大水害60周年にあたって3回連続で開催した講演会、放棄田の復旧で取り組んだ里山農園の歩みと現状及びイノシシ防御柵の設置、そして炭焼き釜に設置した雨天対策の屋根設置そのほかを計画しています。メーン舞台では15日の12時過ぎから「里山の保全と里山農園」について里山の会の報告があります。ぜひ多くの方のお越しをお待ちしています。
2014年度の活動方針や活動日程等について、皆さんの提案を求めています。2013年度の里山の会の10大ニュースについての検討を通じて新しい考えやアイデアが浮かびましたら、事務局へぜひご提案をお願いします。12月末日までメールや　はがきＦＡＸ：0774‐64‐4183）　
週刊ニュースも500号を3月に迎えることになります。約10年間、連続発行となります。どういった内容で500号記念を編集しようかと悩んでいます。会員の皆様からの楽しい企画をお寄せください。第1号は、2004年7月31日に発行しています。トップ記事は7月29日三つマンボの下草刈りがＪＲの職員によって実施されたこと，箕面昆虫館に54名が行ったこと。光田先生から里山の会に刈払機3台寄贈されたこと、などが報道されています。
週刊ニュースを全会員さんに届けましょう
現在メールでの受信者は91名でFAXでの受信者は41名で手配りは38名です。

その他の方には届いていません。
里山の会恒例の年間十大ニュースを募ります。11日の事務局会議で提案されたのは次の23項目2013年　十大ニュース　候補案　　　①里山農園5号地排水溝完成　(前年のスイカ畠　冠水)（5月）。②京都弁護士会講演会　里山の会活動　講演（3月）。③3年がかりで里山農園10～16号地まで笹竹伐採完成（12月）以後、通常草刈りに。④春の野菜を食する会46人出席（4月）。⑤久しぶりに芦生原生林植物観察実施（5月。⑥新名神高速道路木津川架橋工事見学　建設費橋脚のみで46億円（5月）。⑦田植え30人参加（打田の田んぼ最後の植え付けか）（6月）。⑧里山農園　今年はササユリ2本が生育　4個開花（6月）。⑨里山農園　オオムラサキの飛翔確認　金田氏捕獲（6月）。⑩木津川でカヤネズミの巣発見（6月）。⑪山城大水害60周年3回連続講演会の実施（7月）。
⑫カヌー発祥の地記念碑建立　除幕式実施（9月）。⑬カヌーで大阪湾まで下る実施（9月11月）。⑭大風18号襲来　流れ橋流失（9月）。⑮イノシシ防御柵500ｍ完成する（9月）。⑯炭焼き釜の雨天対策屋根設置工事完成する（12月）。⑰木津川一斉水調査　3年連続実施（10月）。⑱城陽市緑化祭り初参加（10月）。⑲京都府環境フエスタ　メーン舞台で里山農園活動を発表（12月）。⑳里山農園　野兎の昼寝撮影（11月）。 eq \o\ac(○,21)京田辺市の環境フエスタで子どもの発表大人気（11月）。 eq \o\ac(○,22)　京都木津川マラソン30回記念里山の会全力貢献（2月）。 eq \o\ac(○,23)　京都弁護士会環境郊外部の司法修習生現地研修会2年連続で里山の会に来所（10月）。　　
　参考までに昨年（2012年）の十大ニュース　１会員数257人最高会員を記録。２ホタルの夕べ里山音楽会3年ぶりに開催。３防賀川に植樹が実現　。４里山農園開拓第一次分完成。５会誌33号の表紙カラー実現　。６里山農園100円コーナー実現　。７里山講演会城陽市初開催成功　。８絶滅種タニジャコウソウ62年ぶり発見。９コメ販売量最高を記録。10京都府植物誌ノート資料原本集発刊・京都府図書館など4館に寄贈。11木津川ワークショップ開催 。12週間ニュース400号を突破。13環境大臣表彰受賞。14近畿整備局業務研究会発表。15川で魚を取ろう最高の参加者168人。16然記念物イタセンパラ復活めざす元年の取組み。17大学院生の研究発表会共済。18ササユリの開花。19川植物管理地の明示杭設置と定期調査体制の確立。20　オオムラサキ成虫で7振りに写真撮影に成功6月30日。2013年度の候補項目を検討しています。皆様からのご提案をお待ちしています。（色つきの部分は十大ニュースに選ばれたものです。順不同です）
